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丸善石油設立

大協石油設立

アブダビ石油設立※1

合同石油開発設立

アジア石油設立

変わらないこと 変えてきたこと

エネルギーの安定供給
顧客第一の精神

エネルギーに関連するビジネス領域

事業ポートフォリオ
石油開発事業の拡大
石油化学事業の強化
風力発電事業への参入

社会・地球との
共生を図りながら、私たちは
持続的に発展していきます。
私たちは常に「エネルギー」と向かい合いながら事業活動を続けてきました。
これからもエネルギー分野で社会発展に貢献し続けられるよう、
変化を恐れずに邁進し続けます。

右記は
コスモ石油設立以降の
売上高推移です

※1　丸善石油、大協石油（現コスモエネルギーホールディングス）、日本鉱業（現JXTGホールディングス）の3社共同出資により、設立。

長期の業績
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93

大協石油、丸善石油、精製コスモの
3社合併でコスモ石油設立

アジア石油と合併
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2006
2014

2010
2002

2008
2000

2016
2012

2004
2007

2015
2011

2003
2009

2001
2017

2013
2005

石油開発

石油化学

石油化学

再生可能エネルギー

石油

石油

石油化学

石油

石油開発

再生可能エネルギー

石油開発

石油

　IPIC※3筆頭株主に

CMアロマ設立

風力発電事業
取組開始（酒田）

アブダビ石油の利権更新・
新鉱区（ヘイル）追加取得

個人向けカーリース事業開始

HCP※4設立、パラキシレン事業開始

エコ・パワー株式取得

京葉精製共同事業合同会社（千葉JV）※5設立

LPG事業統合、ジクシス※6設立

アブダビ石油で
ゼロフレアリング
操業開始

持株会社へ移行

丸善石油化学を連結子会社化

キグナス石油との
資本業務提携
昭和シェル石油グループと
四日市地域で事業提携開始

新鉱区ヘイル生産開始

国連GC※2参加

利益構成の変化
在庫影響を除く経常利益

※2　GC：グローバルコンパクト
※3　IPIC：アブダビ首長国100%出資のエネルギー関連投資会社MDC（Mubadala Development Company）と統合し、現在はMIC（Mubadala Investment Company）
※4　HCP：Hyundai Cosmo Petrochemical
※5　東燃ゼネラル石油（現JXTGエネルギー）と折半出資して設立
※6　コスモ石油（現コスモエネルギーホールディングス）、昭和シェル石油、住友商事、東燃ゼネラル石油（現JXTGエネルギー）が4社共同出資により設立

19
98

19
99

19
97

カタール石油
開発設立

IPP（電力卸売）
事業取組開始

石油開発

石油

石油開発

セプサ社との戦略的包括提携

2000年代
前半

※石油事業他には石油化学事業を含む

石油事業他
石油開発事業

2017年度
第5次連結中期経営計画

最終年度

石油開発事業

石油事業

石油化学事業

その他事業
（主に風力発電事業）

※円の大きさは収益規模を表す
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